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変成岩—地球深部からの贈り物と出会って—

榎並正樹（名古屋大・ISEE）
1970/11/29

理学部・理学研究科，環境学研究科，年代測定総合研究センター

民俗学

考古学

地学

2019/03/16＠ES総合館１階　ESホール
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金沢大学へ（1972年）

層位・古生物学 

地殻化学 

鉱物学 

物理地学

1972/03/16

1980/10都城秋穗先生を囲んだセミナー

吉朝 
（熊
大）

後藤 
（兵県大） 小畑 

（京大）

板谷 
（岡理大） 丸山 

（東工大）
廣井 

（千葉大）
東野

榎並

坂野先生

地殻化学セミナー

1977/10

兼六園と石川橋，石川門を通って 

城内キャンパスへ

理学部地学科

ケンロクエンノ　サクラサク　オメデトウ　カナザワ 

（合格電報）
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第１章　何故，変成岩を始めたか
消去法と積極的な理由

層位・古生物学講座：化石鑑定は私には無理　　 

物理地学講座：プレートテクトニクスを研究されている先生がおられなかった 

物理より化学が好き

←後に大きな勘違いであることに気付く

客観的なデータ（化学組成・結晶構造）に基づけば，
先生や先輩とも何とか渡り合えるかも 

フィールドにも出てみたい

地殻化学講座（山崎正男教授・坂野昇平助教授・佐藤博明助手）　 

鉱物学講座

50年前のアポロ計画で月の石を，９年前には「はやぶさ」が「イト
カワ」の試料を持ち帰ることに成功しても，我々はすぐ近くにある地
球内部の様子を直接知ることはできない．そして，その具体的情報を
もたらしてくれるものに変成岩がある（地球環境科学と私　第八回より抜粋）．
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名古屋大学博士（後期）課程 へ 

（1978年）

論文係数 ＝ 

（論文数／口頭発表数）を　　　　　　大きく
（M先輩の目標） 

ゼロは何倍してもゼロ　　　　　　　　　　　　　　 

（坂野昇平先生の言葉，いつ聞いたかは定かで は
ないけれど）

3論文・解説など／年

その頃，立てた目標

1981

1979/12
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第２章　客観的に振り返って見る

名古屋へ

30歳 60歳50歳40歳

主な出来事とシンクロ

2019/03/14現在
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環境学へ

第２章　客観的に振り返ってみたい

名古屋へ

30歳 60歳50歳40歳

主な出来事とシンクロ

2019/03/14現在
2014/04/12 岩村城址にて
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私の研究の一里塚

Google Scholar (2019/01/19現在） 

10
5

3

学位論文

三波川変成帯蘇魯超高圧変成帯

Raman

EBSD

三波川超苦鉄質岩類

1
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Google Scholar (2019/01/19現在） 

鉱物

Titanite

Coesite

Mg-staurolite Sr-zoisite
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共同研究

Kato et al. (1997)

Kouketsu et al. (2010)Suwa et al. (1987)

Google Scholar (2019/01/19現在） 

Wallis et al. (1997)
Banno et al. (2000)

Enami, Suzuki et al. (1993)

Taguchi et al. (2018)



Amphiboles: Crystal Chemistry, Occurrence, 
and Health Issues  

F.C.Hawthorneほか編（2018） 
Reviews in Mineralogy & Geochemistry vol 67 

De Gruyter 

（著作権上の理由により削除） 

10

Chlorine-rich potassium hastingsite from West Ongul island, 
Lützow-Holm bay, east Antarctica 
(Suwa, Enami & Horiuchi, 1987)

変成流体関係で注目

約30年を経て 

復活のSuwa et al. (1987)

Google Scholar (2019/01/19現在） 



The Role of Halogens in Terrestrial and 
Extraterrestrial Geochemical Processes: 

Surface, Crust, and Mantle 

D.Harlov, L.Aranovich（2018）  
Springer Geochemistry  English 1st ed. 

（著作権上の理由により削除） 

11

Google Scholar (2019/01/19現在） 

そのほかにも20年以上を経て注目(?)の論文 

（Stanford大学での仕事）
Keywords: ハロゲン元素

Cl-bearing amphibole in the Salton Sea geothermal system, California 
(Enami, Liou & Bird,  1993a)

Al-Fe3+ and F-OH substitutions in titanite and constraints on their P-T dependence 
(Enami, Suzuki, Liou & Bird,  1993b)

Suwa et al. (1987)

Enami et al. (1993b)

Enami et al. (1993a)

珪酸塩鉱物中へのハロゲン元素の固溶プロセスと 

安定領域の拡大
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実質的論文デビュー （スピンオフ） 

Enami (1977) Sector zoning of  zoisite from a 
metagabbro at Fujiwara, Sanbagawa 
metamorphic terrain in central Shikoku． 

Enami & Banno (1977) Compositional range 
of  α and β zoisites

Enami, Liou & Mattison (2004) 
Epidote minerals in high P/T 
metamorphic terranes: subduction zone 
and high- to ultrahigh-pressure 
metamorphism

Enami (1977), Enami 
and Banno (1977, 1980), 
Sakai et al. (1984), 
Nagasaki & Enami 
(1998), Yang and Enami 
(2003), Enami et al. 
(2004), Masumoto et al. 
(2014)                             8編

卒論テーマ “Miscibility gap between 
zoisite and clinozoisite”

Enami & Banno (1980) 
Zoisite-clinozoisite relations in low- to medium-
grade high-pressure metamorphic rocks and 
their implications（国際誌デビュー）

結晶成長の異方性と
化学組成（東北大学
での他流試合）

http://www.minsocam.org/MSA/RIM/rim56.html 2019/5/22Enami, M. (1977) Sector zoning of zoisite from a metagabbro at Fujiwara, Sanbagawa metamorphic terrain in central Shikoku. Journal of Geological Society of Japan, 83, 693-697, doi: 10.5575/geosoc.83.693.
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第３章　私の研究　その１ 

　 
微小領域分析装置 

新しい応用を目指して 

岩石学（地質学）と鉱物学の境界領域の 

研究をしてみたい

現代地球科学入門シリーズ　16 

岩石学 

榎並 正樹 著   

大谷栄治ほか編 

共立出版（2013） 

（著作権上の理由により画像は削除）
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Hitachi  XMA-5A

1970年代

JEOL JXA-5A

1972年～

JEOL JCXA-733

1983年(?)～

JEOL JXA-8900

1996年～

新しい応用を目指して
EPMA

電子線 

マイクロアナライザ

鉱物の微小領域組成分析

内山ほか (1972)

金沢時代 名古屋

卒論を始めた頃，一部の大学
ではEPMAを学生が使用でき
るようになっていた．



An10 An15 An20

Oligoclase-epidote amphibolite subfacies

四国中央部三波川変成帯の分帯
斜長石組成問題

Oligoclase zoneの提案 
（Banno, 1964）

四国別子地域

Banno, S. (1964) Petrologic studies on Sanbagawa crystalline schists in the Bessi-Ino district, central Shikoku, Japan. Journal of Faculty of Science, University of Tokyo, Section II, 15, 203-319
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Oligoclase zoneの提案（Banno, 1964） 

光学的手法

Oligoclase zoneの撤回（Ernst et al., 1970; 坂野ほか, 1976) 

EPMAなどの化学組成分析でOligを確認できなかった 

真相「Banno (1964) が想定するほどOlig zone は広くなかった」
もし，この撤回がなかったら
これからお話しする私の研究（榎並, 1982) はなかった． 

私は学位論文 (Enami, 1983) は書けなかった．たとえ書くこと
ができたとしても全く別のテーマだっただろう． 

そもそも私は研究・教育職に就けただろうか．そして，ほぼ確
実に言えることは，私は今ここで最終講義をしてはいなかっ
た．

私の知らないところで， 

私にとってのとてつもなく大きな分岐点があった

決して間違いではなかったが正確ではなかった
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Oligoclaseを再確認できたのは，多分手動測定だったから（装置につきっきり）

パンチカード ペンレコーダの記録

Al

Ca

Fe

Epidote group
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Oligoclaseを再確認できたのは，多分手動測定だったから（装置に付きっきり）

現在のような自動化はされておらず，ゴニオメータ（回
折結晶と計数器の可動部）は手動，カウント数も計数管
の値を集計用紙に手書きで写し，それをテープあるいは
カードに手入力して，大型計算機で補正計算をしてい
た．（佐藤博明先生　最終講義録2010年「火山岩とつきあって４
０年」より抜粋，一部を改変）

パンチカード ペンレコーダの記録
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坪井誠太郎先生（1893–1986）Proceedings of  the Japan Academyへの投稿

諏訪 (2018)

Enami (1981)

諏訪兼位. (2018), 岩石はどうしてできたか. pp. 152, 岩波書店, 東京
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大量分析　統計処理 固溶体組成を使った分帯

榎並 (1982)

259 samples 
6500 points

斜長石の濃集試料
1 cm

Oligoclase-biotite zoneの提案
榎並正樹 (1982) 四国中央部別子地域・三波川帯の灰曹長石—黒雲母帯. 地質学雑誌, 88, 887–900, doi: 10.5575/geosoc.88.887. 
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東野 (1990), Taguchi et al. (2018)

復活のOligoclase zone

Kurata & Banno (1974), 東野 (1975), Enami (1983), 

Sakai (1985), 古山ほか (1985), 東野 (1990) 

坂野先生への恩返し？　 
その後，東野さんの誰も真似のできない労作が
公表される （東野, 1990; Higashino, 1990)

東野さんの変成分帯があったから，世に出た学位論文や
学術論文は数知れず．

1977/03 
汗見川

東野さん渡辺輝さん

Taguchi, T., Enami, M. and Kouketsu, Y. (2019) Metamorphic record of the Asemi‐gawa eclogite unit in the Sanbagawa belt, southwest Japan: Constraints from inclusions study in garnet porphyroblasts. Journal of Metamorphic Geology, 37, 181-201, doi: 10.1111/jmg.12456. 
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https://onlinelibrary.wiley.com/doi/abs/10.1111/j.1525-1314.1983.tb00269.x 2019/5/22

Journal of METAMORPHIC 
GEOLOGYの表紙画像 

（著作権上の理由により削除）
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37年来の友　一緒に4回の引っ越しhttps://onlinelibrary.wiley.com/doi/abs/10.1111/j.1525-1314.1983.tb00269.x 2019/5/22

Journal of METAMORPHIC 
GEOLOGYの表紙画像 

（著作権上の理由により削除）
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もうひとつの微小領域分析
EPMAにはないRaman 分光分析法の強み 

光学的に透明な物質中の包有物の分析 

レーザー光 電子線
Raman spectroscopy Electron-probe microanalyzer 

(EPMA)

Host phase Host phase

包有物分析？Yes No

ラマン散乱 表面からのX線
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Raman分光装置の一般的利用法
（微小）鉱物（物質）の非破壊同定

Pyrope

Diamond

重要だけれど，これだけではおもしろくない

http://www.amnh.org/exhibitions/diamonds/   Ogasawara (2005)

Microdiamond in garnet

https://pubs.rsc.org/en/content/articlepdf/2006/nj/b513451j?page=search 2019/5/27 https://www.amazon.co.jp/dp/4657094033/ref=sr_1_2?ie=UTF8&s=books&qid=1240816637&sr=1-2 2019/6/3
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  石英ラマン圧力計

基質の石英単結晶 ざくろ石に包有されている石英粒 

(ざくろ石は圧力容器)

地下深部・高圧条件

大気圧

石英は残留圧力を持つ

Garnet

石英粒の膨張上昇・地表の削剥 

圧力低下
圧縮率の違い  Garnet << Quartz

ラマン法で測定

ざくろ石を圧力容器として使おう

Enami, Nisihyama & Mouri (2007)



Wave number (cm-1)
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残留圧力 (Pi)をラマンシフト(Δω1)で測定する

Δω1 = ω1 − ω1 = f  (Pi)
標準状態 包有物

ω1
標準状態

基質の石英

ω1
包有物

包有される石英 

（残留圧力保持）

Enami, Nishiyama & Mouri (2007)

引張

引張
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石英ラマン圧力計の提唱

Schmidt & Ziemann (2000)

(P0, T0)

= f  (P0, T0)

Kouketsu et al. (2014b)

残留圧力 Pi = f  (P0, T0)

(P0, T0)

  Δω1 (cm-1)  

Guiraud & Powell (2006)
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Kouketsu et al. (2014a)

石英ラマン圧力計の応用例

New Calibration 
Ashley et al. (2014); Kohn (2014); Ashley et al. (2016);  Thomas & Spear (2018) 

Eclogite unitの分布

Kouketsu, Y., Enami, M., Mouri, T., Okamura, M. and Sakurai, T. (2014a) Composite metamorphic history recorded in garnet porphyroblasts of Sambagawa metasediments in the Besshi region, central Shikoku, Southwest Japan. Island Arc, 23, 263-280, doi: 10.1111/iar.12075.



30

Ultra-high residual compressive stress (>2 GPa) in a very small volume (<1 µm3) of  indented quartz

Masuda et al. (2011)

石英
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第４章　私の研究その2　海外へ（1988–1989, 1991–1995, 2014）

日本大百科全書

チベット高原（1988）　２ヶ月間の調査 or 探検？ 
 （私にとっては初めての海外）

我々は成都から空路拉薩へ→いきなり標高 3600 m 

日本から持ち込んだランドクルーザー（トヨタからの寄付）
は，上海に荷揚げした後，２人の運転手さんがほとんど昼夜
交代で運転して，西安-蘭州-青藏公路経由で拉薩へ．到着し
た時，走行距離計は6613 kmを示していた．

https://kotobank.jp/word/ヒマラヤ山脈-120813 2019/6/12

https://kotobank.jp/word/%E3%83%92%E3%83%9E%E3%83%A9%E3%83%A4%E5%B1%B1%E8%84%88-120813
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(c) 2019 NASA
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(c) 2019 NASA
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チベット高原
青蔵公路

諏訪兼位隊長・小松正幸 

柳　哮・高橋正樹 

榎並正樹

青海省

チベット自治区

http://www.crecg.com/

青蔵鉄道

Google Earth https://www.google.co.jp/intl/ja/earth/ 2019/5/29
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チベット高原
青蔵公路

諏訪兼位隊長・小松正幸 

柳　哮・高橋正樹 

榎並正樹

「最初の海外調査がここなら，後は何処でも行けるな．」 

同行のTさんの励まし？慰め？

私は，雅魯蔵布江沿いの調査を
したかったが，自治区政府か 
解放軍の許可が下りずに断念 

→　私の出番はなし 
→　論文は１編もかけなかった

Google Earth https://www.google.co.jp/intl/ja/earth/ 2019/5/29
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チベット高原

雅魯蔵布江

Google Earth https://www.google.co.jp/intl/ja/earth/ 2019/5/29
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チベット高原

念青唐古拉山脈

Google Earth https://www.google.co.jp/intl/ja/earth/ 2019/5/29
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チベット高原の星空
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チベット高原の星空

毛利勝廣さん（名古屋市科学館）による星座の解読

かんむり

うしかい

へび

ヘルクレス
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次の海外調査へ（その前に）
変成岩研究の一里塚 

超高圧変成岩の報告 

石英 (SiO2) の高圧相　コース石の発見 

ペンローズ国際討論会 (1983) 

Chopin (1984); Smith (1984)

C. Chopin

D.C. Smith

地殻物質の地球内部大循環の
直接的証拠

コース石を保有するざくろ石
Chopin (1984) 石英

ざくろ石

コース石

坂野先生提供

Chopin, C. (1984) Coesite and pure pyrope in high-grade blueschists of the Western Alps: a first record and some consequences. Contributions to Mineralogy and Petrology, 86, 107-118, doi: 10.1007/BF00381838. 
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次の海外調査へ（分岐点となる出会い 1986年）
諏訪先生の招待（JSPS基金）で，臧　啓家　博士（北京大学）が来学

Magnesian staurolite in 
pyrope-corundum rock

平岩

鈴木

臧榎並

エクロジャイトなど貴重な試料がお土産

飾るため綺麗に磨いてあったのに，私は平岩さんに頼んで薄片を
作ってもらった．→岩石屋のさが 
これが，始まりだった．

榎並ほか (1986), Enami and Zang (1988), 

Enami et al. (1990), Zang et al. (1993), 
Enami et al. (1993）

https://e-rocks.com/item/ljm715140/ruby-pyrope-muscovite 2019/6/3
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1989年1月名古屋大学 → 2月17日渡米 → 3月上旬Stanford 大学

 → 3月日本から試料データを取り寄せる → 4月13日原稿投稿 → 1989年10月31日受理 

Wang et al. (1989); Okay et al. (1989); Yang & Smith (1989); 
Enami & Zang (1990); Hirajima et al. (1990)

＜＜ユーラシア大陸に超高圧変成帯＞＞

コース石の仮像 
（組織の解釈も重要だ）

ざくろ石

石英

X. Wangさんがコース石を
発見していたことを知る

ざくろ石

石英

コース石

次の海外調査へ（超高圧変成岩発見顛末記）

まさかと思うようなテーマでも，ライバルは常にいること，そして論文
はどんなに早く投稿しても早すぎることはないと思い知らされた． 
しかし，それが研究者として駆け出しの頃であったことは，私にとって
幸運なことであった（地球環境科学と私　第八回より抜粋）.

すべてのわざには時がある

Ch
opi
n 

(19
84)

Chopin, C. (1984) Coesite and pure pyrope in high-grade blueschists of the Western Alps: a first record and some consequences. 
Contributions to Mineralogy and Petrology, 86, 107-118, doi: 10.1007/BF00381838. 



43

Liou
Wang Choi

Oh

Ernst
Liou

Coleman
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ロマ・プリータ地震
1989年10月17日17時4分（夏時間）

その時 

私：地下1階の研究室 

家族：Mitchel Park
ベイブリッジ・シリーズ

震央

6.9 Mw 改正メルカリ震度階級 Ⅸ（破壊的）

Armstrong　and Turner (1989)

https://en.wikipedia.org/
https://en.wikipedia.org/wiki/2013_Oakland_Athletics_season 2019/5/22

https://ja.wikipedia.org/wiki/
%E3%82%B5%E3%83%B3%E3%83%95%E3%83%A9%E3%8
3%B3%E3%82%B7%E3%82%B9%E3%82%B3%E3%83%BB%
E3%82%B8%E3%83%A3%E3%82%A4%E3%82%A2%E3%83

%B3%E3%83%84 2019/5/22

Google Map https://www.google.com/maps/ 2019/5/29



45

京都大学・金沢大学・中国科学院との共同研究 

（1991−1995）

坂野昇平・石坂恭一・石渡明・平島崇男 

S. Wallis・加藤丈典・中村大輔 

大久保（長崎）晃子・平松信樹・榎並正樹

蘇魯
超高

圧変
成帯

 

（大
陸衝

突帯
）

中朝地塊

揚子地塊

煙台
-青島

-五連
断層

郯
廬
断
層
帯

Google Earth https://www.google.co.jp/intl/ja/earth/ 2019/5/29
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1992/10/20

Enami et al. (1993)  
High-pressure eclogites in northern 
Jiangsu-southern Shandong 
province, eastern China.            24編

超高圧変成作用を受けた 

地殻由来の珪長質岩と塩基性岩

1991

石坂 平島坂野榎並

Google Earth https://www.google.co.jp/intl/ja/earth/ 2019/5/29
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Kato et al. (1997)

1995

超高圧変性作用を受けた石灰岩 

（超高圧大理石）
地殻と上部マントルの
物質相互作用 

地球深部の大規模な 

物質循環
Google Earth https://www.google.co.jp/intl/ja/earth/ 2019/5/29



48

1984

1989–90

榎並・平島 (2017)に加筆

Enami & Zang (1990), 石渡ほか (1992), Enami et al. (1993a, b), Wang et al. (1993), Enami et 
al. (1995), Kato et al. (1997), Wallis et al. (1997), Enami (1998), Nagasaki & Enami (1998), 
Enami & Nagasaki (1999), Banno et al. (2000), Enami & Banno (2000), Wallis et al. (2000), 
坂野・榎並 (2002), 榎並・坂野 (2002), Yang & Enami (2003), Lin & Enami (2006), Lin et al. 
(2007), Taguchi et al. (2016, 2018, 2019) 　22編
超高圧し変成作用は，島弧―海溝系の進化の後に形成される大陸衝突帯の深部で普遍
的に進行ていると理解され，地殻―上部マントル間の大規模な物質循環を論じる上で
の鍵として，研究が続けられている．1983年と1989年は，変成作用の場としての大
陸衝突帯の重要性が認識された年であり，その後の変成作用研究の一里塚でもあった
（地球環境科学と私　第八回より抜粋）．

Keyword: 大陸衝突帯

https://www.jstage.jst.go.jp/article/geosoc/123/9/123_2017.0020/_pdf/-char/ja 2019/5/27
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ミャンマー　Mogok変成帯

Maw Maw Win et al. (2017)

Zaw Win Ko (2000–2004) 
Maw Maw Win (2012–2016)  
Ye Kyaw Thu (2013–2017)

久しぶりの海外調査
2014

Google Earth https://www.google.co.jp/intl/ja/earth/ 2019/5/29 Maw Maw Win, Enami, M., Kato, T. and Ye Kyaw Thu. (2017) A mechanism for Nb incorporation in rutile and application of Zr-in-rutile thermometry: A case study from granulite facies paragneisses of the Mogok metamorphic belt, Myanmar. 
Mineralogical Magazine, 81, 1503-1521, doi: 10.1180/minmag.2017.081.014. 



翡翠のスツーパウーベイン橋 (1849)

50

Enami et al. (2012) Eclogite from the Kumon range, 
Myanmar: Petrology and tectonic implications.　　　
（ミャンマーからの最初で未だ唯一の報告） 

Maw Maw Win et al. (2016) Metamorphic conditions and 
CHIME monazite ages of  Late Eocene to Late Oligocene 
high-temperature Mogok metamorphic rocks in central 
Myanmar. 
Ye Kyaw Thu et al. (2018) Granulite facies paragneisses 
from the middle segment of  the Mogok metamorphic 
belt, central Myanmar. 　　　　　　　　計5編

http://photrip-guide.com/2014/08/20/myanmar/ 2019/5/27
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第５章　私の研究　その３ 

コラボレーション

化学組成（EPMA) 結晶系・結晶方位（EBSD)

S. Wallisさん・道林克禎さん
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予想はことごとく外れたが，
新しい道に繋がっていた 

だから研究は面白い

Enami et al. (2017)

ざくろ石は単結晶 

でもひょっとしたらコアとマント
ルで結晶方位が異なるかも

予想 （三波川エクロジャイトの例）

このざくろ石は多結晶体だった 

しかも，各セグメント毎では，コ
アとマントルは共通した結晶方位
を持っている

分析結果

コア

マントル

EPMA

EBSD



53

等軸晶系なのに何故こんな
に　アスペクト比が大きい？ 

このざくろ石は，多結晶体？

疑問と予想

このざくろ石は単結晶だった 

でも，セグメント化している

分析結果

ミャンマー・ 

グラニュライトの例

https://sites.google.com/site/fluordoublet/
mineral/silicate/garnet 2019/5/22

EPMA

EBSD

Enami et al. (2017)
Enami, M., Nagaya, T. and Maw Maw Win. (2017) An integrated EPMA-EBSD study of metamorphic histories recorded in garnet. American Mineralogist, 101, 192-204, doi: 10.2138/am-2017-5666. 
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このざくろ石は，もともと単結晶だった. 

そして，セグメント化している（地球内部10–15 kmでの出来事）. 

しかし，現在でも同じ結晶方位を保ったままである. 

→　地表に顔を出すまでの間 (exhumation)，static（静的な）な
状態にあった．すなわち回転などの変形運動を記録していない．

分析結果とその解釈・意義

EBSD

Enami, M., Nagaya, T. and Maw Maw Win. (2017) An integrated EPMA-EBSD study of metamorphic histories recorded in garnet. American Mineralogist, 101, 192-204, doi: 10.2138/am-2017-5666. 
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ざくろ石のハニカム（蜂の巣）構造

Enami and Kouketsu (under review)

地球内部 ～30 kmで形成された構造 

地表に到達するまでに，この構造を壊すような変形運動を記録していな
い．

これは，変成岩のexhumationに関する一般理解と相容れない． 

何故？

もう少しやってみたい事　その1
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1 mm

EBSD

偏光顕微鏡写真

もう少しやってみたい事　その2

さまざまな組織の角閃石の結晶方位

鉱物間の反応帯（ざくろ石の角閃
石仮像）→　もともとの鉱物境界
は何処にあったのか → 物質（元
素）移動を議論する際の原点

ざくろ石とオンファス輝石の仮像
として産する角閃石は，何故共通
の結晶方位を持つのか？ → 結晶
成長を論じる際の鍵になる？ 

ざくろ石

石英

元 
オンファス輝石

角閃石

角閃石だけを抽出
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私の原点　理学部 

私は，博士（後期）課程から名古屋大学でお世話になりました．昼夜の別なく誰かが何かをしてい
て，時々夜食用に大量のインスタント麺を買いだしに出かける研究室でした．そこでの私は，先生に研
究テーマを相談することもなく，勝手にフィールド調査へ出かけ，当時地球科学分野に導入が始まった
ばかりのEPMAを勝手に使うという，今思うととんでもなく失礼な学生でした．しかし，石岡，諏訪両
先生はそれを許して下さいました．冷や汗と感謝の気持ちで一杯です． 

（名大理学同窓会報 No. 31掲載予定の文章より抜粋）

お礼

金沢大学，名古屋大学でお世話になった諸先生，先輩，同級生，後輩， 
技術職員，事務職員，学部・大学院OG・OBの皆さん 
共同研究をしていただいた（いただいている）皆さん 

本当にありがとうございました

1989/08/20 
Yellowstone国立公園

私のバイブル都城 (1965) 都城 (1960) 

岩石と鉱物の熱力学

都城 秋穂（1960）
地学団体研究会 

（著作権上の理由により削除）

変成岩と変成帯 

都城 秋穂（1965） 
岩波書店 

（著作権上の理由により削除）


